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池
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一

田

.

清
 

'
著
；

：

.

:『

政

.
治
ま

の

未

来

罈

ぃ
 

,

—

.

—

ジ
.ョ
.
セ
フ
.
.
*チ
.エ
ム
.バ
.レ
'
.ン
と
：ケ
.ア
：
パー

デ
.̂』

.

.

,
飯

，.

田
；.

鼎
 

'

:

こ
こ
に
書
評
を
試
み
る
她
田
淸
氏
の
労
作
は
：、.
十
九
世
紀
：ィ
ギ
：リ
：ス
政
治
史
：
 

に
お
け
る
一
一
人
の
巨
人
、
チ
工 

<
バ
レ
.シ
と
ハ
.
.丨

ぞ

ィ

に

か

ん

す

：る

.伝

記

的

な 

研
究
で
あ
认
、
と
く
に
前
者
は
、_
.
.新

急

進

主

義

か

ら

帝

国

主

義

へ

：
の

転

身

.、

後
 

者
は
自
相
党
と
の
協
調
政
策
か
，ら
：ィ
ギ
リ
ス
労
働
者
階
級
を
ひ
き
離
..し
、
社
佘 

主
義
：に
改
宗
せ
し
め
る
の
に
偉
大
な
貢
献
^

U
.た
と
い
う
点
で
、;'
'ま
0'
セ
く
^
 

照
的
な〕

ー
人
の
思
想
お
よ
ぴ
生
涯
を
浮
き
.彫
り
に
^

る

こ

ど

£
よ

っ
て
、
十 

九
世
紀
ィ
ギ
リ
ス
思
想
史
.の
'一
断
面
を
.明
ら
が
に
し
よ
.う
と
す
る
力
：作
で
あ 

る
。
 

：」

.
'
:
;,;■
-

へ
.
：
：
-

:

こ
の
書
の
全
般
的
な
評
価
に
入
る
前
に
.、

そ

..の

内

容

に

'O '
ぃ
て
考
察
す
る
こ 

と
に
し
よ
う
。

つ
ぎ
の
よ
う
な
内
容
か
ら
成
：っ
て
：い
：る
'
。
.

.

:

'

ジ
ョ
セ
フ
.
チ
ェ
ム
バ
レ
ン
の
新
急
進
主
義
：
第
.一
章
新
急
進
主
義
、
第
一

節
ジ
ョ
七
フ
.
•
チ
ェ
ム\

レ
ン
と
パ—

ミ
ン
_ガ
ム
.、

第

一

一

節

新

急

進

主

義

、

第

ニ
章
苒
健
の
構
想
と
そ
の
挫
折
、
第
■
一
節
そ
.の
背
景
、
第
二
霞
非
公
認
綱
領
、

. 

纸
三
節
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
治
法
案
と
自
由
党
か
分
裂
、
第
三
章
帝
国
の
発
展
、

八
0

(

八
o)

、
弟一

節
鹰
村
の
设
落
、
第
二
節
労
働
運
動
の
新
局
面
，
第
三
節
帝
国
の
発
展
、

'

結
び
、
ヶ
ナ
•

ハ
I

デ
イ
の
独
立
労
働
主
義
'

第

--
*
章

ヴ

イ

ク

ト

リ

ア

時

代

の
 

労
働
者
、
第
一.
節
ヶ
'

ァ
；•.
ハ
ー
デ
イ
の
生
い
た
ち
、，
第
二
節
自

由

労

働

主

義

、

:

第
二
章
独
立
労
働
主
義
、、
第
一
節
社
会
主
義
思
想
の
復
活
、
第
二
節
新
組
合
里 

動
の
発
生
.ノ
第
三
節
独

立

労

働

党

、
：
結

び

。

ジ：

ヨ

セ

フ

，
チ
：
エ
ム
バ
レ
ン
と
い
え
ば
、

わ
れ
わ
れ
は
、

直
ち
に
、

セ
ツ 

ル
：
，
ロ

丨

ズ(Cecil 

R
h
o
d
e
s
)
.

と

と

も

に

南

ア

フ

リ

力

に

侵

略

擎

を

ひ

き

お 

こ
し
、
«

リ

ス
帝
国
主
義
の
推
進
者
で
あ
.っ
た
こ
と
を
想
い
ぅ
か
ベ
る
で
あ 

ろ
ぅ
。
■し
か
し
本
書
を
読
ん
で
み
る
と
，
彼
の
思
想
的
立
場
は
そ
ん
な

単
純
な 

も
の
で
は
な
く
、
新
急
進
主
義
か
ら
帝
国
主
義
へ
の
傾
斜
の

過
程
も
、
.ナ
九
世 

紀
末
期
の
イ
ギ
リ
ス
政
治
構
造
に
ょ
っ
て
規
定
さ
れ
、
産
業
の
発
展
と
密
接
に 

_

ひ

つ
V

て
い
る
こ
と
.を
知
る
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
は
著
者
が
、
第
一
章 

に

お
I
て
チ
.エ
A
バ
レ
ン
を
ぃ
生
み
出
し
た
バI
ミ
ン
ガ
ム
市
に
お
け
る
政
治
的 

,
経
済
的
問
題
を
克
明
に
分
析
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
著

者

は

、、ハ
丨
ミ
ン
ガ 

ム
市
に
お
け
る
チ
：エ
々
、、ハ
い
ン
を
し
て

、

新
急
進
主
義
の
有
力
な
指
導
者
た
ら"
 

し

め

た

霞

と

し

て

、

S

一
 

八
七
0
年

S

馨

謹

裏

(
T
h
e

 

E
l
e
m
e
n
t
a
r
y

 

.Ed
ucation 

A
c
e

 ,

を
め
ぐ
っ
.で

、
：非
国
教
派
の
反
国
教
会
闘
争
を
指
導
し
た
こ 

と

扣

近

代

的

産

業

都

市

と

し

て

の

バI
ミ
y
ガ
ム
の
発
展
に
即
し
て
、
諸

 々

の
市
政
改
革
を
推
進
卞
た
こ
：と
。
.
バ
ー
八
六
七
年
以
降
新
た
に
選
挙
権
を
与
ぇ 

ら
れ
た
労
働
者
階
級
の.敗
治
的
登
場
に
照
応
さ
せ
て
、
自
由
党
の
組
織
を
再
編 

成

し

そ
.

の
近
.代

化

を
ft
っ
た
こ
と
の
三.つ
■を
あ
げ
て
.い

る(

九
—f-

頁)

。
初 

等
教
育
改
革
の
.問

題
は
、

イ
ギ
リ
ス
国
教
派
に
ょ
る
初
等
普
通
教
育
の
壟
断
に 

反
対
し
、

公

立

の

学

校

に

ょ

る

無

宗

派

，
義

務
*:
.授
業
料
免
除
制
国
民
教
育
の

確
立
を
通
じ
'て
、：/
土
地
貴
族
階
級
0
社
^

^
政
治
的
権
カ
に
打
擊
を
あ
た
_え
'よ 

ぅ

と
す
る
.%
'
.の
，で
あ
'ゥ

：

(

ー；ー.貸

)

で
同
時
.に
：そ
れ
は
、
す
で
に
保
守
党
：の

デ

ィ
. 

ス
レ
l

.y

.
丨
内
E

に
.よ
る
：一
八
六
七
年
の
：第
二
次
選
挙
法
改
正
に
よ
っ
て
選
举
：
. 

榷
を
あ
た
克
ら
水
た
都
市
め
労
働
者
階
級
お
决
&
小
市
民
階
級
を
诌
已
.の
陣
営 

.:^

ひ
き
つ
け
る
こ
ど
を
通
じ
て
い
デ
ィ
ス
レ
ー
リ
ー
が
が
.：っ
て
保
守
党
の」

V
め

.
:'
■*
 

に
獲
得
し
た
勤
労
大
衆
の
票
を
自
由
党
の
方
向
に
よ
り
%^
ど
.さ
ん
と
す
?>
'
-1
図 

を
含
む
も
の
で
あ
っ
て
、V

い
，わ

ゆ

る

新

急

進

派

.と
し
て
の
彼
の
面
目
を
躍
如
た 

ら

し

め

る

も

，の
が

.あ
る
。
.十
九
：世
紀
前
半
の
急
進
主
義
，
.

?べ
シ
サ
ム
主
,

-
 

が
、
.勃
興
す
る
産
業
資
本
家
階
級
の
ィ
デ
オ
p;
ギ
ー
で
あ
っ
.た
と
す
れ
ば
':
;
'十 

1

世

紀

七

〇

年

代

の

急

進

主

韻

：ゆ
：、

：

労

働

者

階

級

.や

中

小

市

民

階

級

を

も

.

ふ

く 

む

広

；
^
ん
：な

階

摘

的

地

盤

を

.獲
得
し
、
‘自
己
の
陣
瞥
を
補
^

.
再
編
成
す
る：

こ 

ど
に
よ
ゎ
て
、，，，保

守

的
■'
•
:地
主
的
支
配
に
対
抗
し
よ
ザ
と
す
る
挑
戦
的
性
格
を
。
 

有
す
る
も
の
；で
あ
り
"
こ
こ
に
新
急
進
主
義
と
呼
ば
れ
る
理
由
も
存
す
る
0'
.
f

め
の
？
手
段
で
も
^

つ
た
の
で
あ
る
。：
思
ぅ
に
，：.彼
は
多
年
工
場
経
営
.̂
•

と
し
. 

て
.か
れ
ら
を
直
接
雇
傭
^

る
立
場
に
.お
り
、
し
た
が
0
て
、
が
れ
ら
め
欲
求
や 

願
望
を
ょ

り
深
や
理
解
^

て
い
だ
か
ら
匕
他
な
ら
な
い
-

し
か
も
、：

十
九
世
紀 

ィ
ギ
认
ヌ
社
会■

の
小
市
民
層
.や

労

働

者

階

級

：
の

大

多

数

が

、

伝

統

的

，に

非

国

教

， 

派
-の
陣
営
に
厲
し
本
い
た
ど
盖
丨
彼
を
し
弋
大
衆
馴
煢
の
方
策
を
^
非
国
ぎ
：
 

主
義
擁
義
.の
立
場
を
ょ
り
鮮
明
.に
打
ち
.出
^
.こ
：
と

の

裡

，に
^ '
め

さ

せ

た

の

：
で
あ
へ 

;

づ

ぎ：：#

 
五

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

• 

.

.

.

.

一
軎
ノ 

‘

評 

S
.

'.
第

一

一

に

都

市

社

会

主

義

：で

あ

る

.が

、

こ
：
れ

は

バ

.—

ミ

ン

ガ

ム

市

に

お

け

る

，ガ 

ス
；
，
水
道
事
業
の
市
：営
化
を
中
心
->
'
す

る

市

制

.改

革

辦

業

で

あ

っ
て
、
著
者
は 

こ
れ
が
、「

都
市
社
舍
主
.義
_
J
で

あ

る

こ

と

：
を

指

摘

し

，つ

つ

3

一
H)

、

「

大 

衆
受
溢
者
化
政
策
を
槓
杆
と
し
て
-

K

衆
の
馴
致
：•
体
制
化
、
さ
ら
に
組
嫌
化
を 

志
向
す
奴
^

あ
る」

(
U

三
頁)

：と

の

べ

：：て

お

ら

.れ

る

が

、
.
.彼

の「

ガ

ス

と 

.

.水

道

の.社

会

主

義

」

.(G
a
s

 ..:and...̂
ater 

socialism)：

が
、
，
.
.
7
.エ
ビ
.ア

ゾ

協

会

の.
 

人

々
^

あ

た

；え

た

影

響

は

)

注

目

す

べ

き̂
あ

る
0

■

つ

ぎ

に

自

由

觉

の

苒

組

櫞

の

：た
，
め

の

運

，動

と

し

て

の

自

由

党

全

国

速

.盟
の
.結
_ 

成
で
.あ
名
_が
、.
,-
そ
れ
は
、
：「

.ー
ヾ
フ 

て
は
す
で
に
老
朽
化
し
つ 

:

つ
.あ
る
中
産
階
級
非
.国
教
派
：の
陣
営
に
、
第t

一
次
選
挙
法
改
正
以
降
新
し
い
政 

.治
勢
カ
お
し
て
抬
頭
.し
セ
き
た
労
働
者
階
級
を
参
加
さ
：せ
、
こ
の
両
勢
力
の
同 

•
'盟
の
上
に
彼
の
新
急
進
主
義
か
.兹
盤
を
求
：め
，
そ
：の
た
め
の
政
策
と
し
て
、

(-
-
)

I
. 

'
.
ラ
.ン
ド」

.一

(Free

•..チ
：.

ャ 
t

^
u.
;
,
^

(

p
;
^
.
.
G
h
l
I
r
c
h

)

，r
.
.
^
-

「

.フ

.リ
1

•
ス
ター

:

ル
ド(Free; school).'

の

「

四
F」

;'
'
.政
策
を
そ
の
公
約
と
し
て
掲
げ
.る
の
.で
あ
る： 

.が
へ
.：.：3
-
五
頁)

：、
.：.
,こ
め
®

つ
の
.フ
1;
:
:
;丨
ダ
.ム
は
、
.
.そ
：の
後
.の

チ

.
?-
ム

バ

レ

ン

の
 

:

:.
f
f急

進

主

義

と.じ

尤

の

洁

動

：の

脊

椎

を

な

す

も

0:
.で

あ

：
づ.た

。
：
す

な

わ

ち
、

H
 

は」 I

八
.七
4
:: ^
の

ー
労
働
組
合
法
の
改

^;
や

；
^
八

八

四

年

の

第

一

芸

次

適

举

法

改

正 

に
よ
る
農
業
労
働
者
の
，選
举
梅
の
獲
得
、
，̂

は
ゲ
^

ル
ラ
ン
：ド
問
題
を
ふ 

.
::
±
地
間
® '
の
解
決
、
.
.
' 
は
.ゥ
エ
.
丨■:

ル
ズ
.お
ょ
び
ス
..コ
.ッ
ト
ラ
■ン
ド
.に
；お
'け
'..る
ィ 

:ギ

リ

嘆

国

教

僉

の

：廃

；止

-:
>
1
:棟

公

立o:
:
#
^
.に

お

け

を

授

^

:

免

除

制

で

お

る 

ゾ
が
、：
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
シ
：の
变
配
す
る
自
由
党
0
内
部
で
0
、
と
0
政

策

を

..お

し 

'す
す
め
ょ
'ぅ
と
す
る
彼
，の
特
異
な
立
場
に
つ
い
て
、
著
渚
は
第
一
章
に
お
い
て

八

1 

(

八
1)

「

フ
リ 

I
.
:
*
レ
.
.
1、、ハ
ぐ
 

I
J
'

'
(
F
r
e
e
'
.
p
b
o
u
r
)

卜 

者
.は

こ
.<
7
)点

に
0
;
^
:
て
.、
：
：つ.ぎ
の
.よ
ぅ
に
；い
，ぅ

。「

チ
ェ
，
ム
バ
レ
：ン.に
.と
つ
本
、

V
L
a
n
d
)
、

©

「

プ
リ
ー 

11
民
教
育
は
、
パ
多
く'の
欲
求
不
満
を
内
部
：
g
tl
.積
さ
せ
て
：い
る
と
：れ
ら
；の̂
市

:'

民
層
や
労
働
者
階
級
を
馴
致
，し
、
：
.:
か

れ

ら

を

.
既

成

の

政

治

枠

に

秩

1 ?

づ
け
を
ヒ

.



克
明
に
.

追
：求
し
：て
い
る
。
 

.

.

 

3

第
-1
*

洱
連
か
構
想
と
:̂
0

挫
祈
に
來
い
て
ば
、.
；.：ー̂

ど
ず
る
^-
ギ
リ
大
資
本
至
義
の
世
界
市
場
に
お
け
る
独
占
.的
地
悴
の
崩
壊
と
こ
；：
 

れ
に
と
も
な
ぅ
国
内
に
卞

け

.る

社

会

経

済

的

危

機

の

時

期

に

お

い

て

、

第

.一
一
次 

ダ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
内
閣
が
そ
の
従
来
ま
で
の
拐
由
放
任
政
策
、
植
K

地
無
用
論
，
 

を
菡
調
ど
：す
る
^
和
外
^

政

策

っ

て

.，
：積
極
的
な
植
民
地
対
策
、
国
内
問
■ 

題
の
解
決
办
た
；め
に
上
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
諸
方
策
が
展
開
さ
：れ
,'
'

:そ
の
な 

が
.

セ
，.：

ニ 

*
バ
ー
レ
ソ
を
中
心
と
す
る
新
急
進
派
ば
ど
の
上
ぅ
な
態
度
を
と
っ 

た
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
ぃる

.
.

す
な
わ
ち
尤
^
ル
ラ
ン
ド
問
琿
に
ぉ
ぃ
て 

は
、
一1:

八
七
一.一

率

恐

慌

以

後

、

窮

乏

に

お

と

^

い
れ
ぢ
れ
た
ハ
ア
イ
ル
ー
ス
メ
ド
農 

民
が
1

A
七
九
年
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
土
地
同
盟
に
結
集
し
、
,:
:
こ
れ
が
民
族
.独
立
運 

動
と
結
び
：ク
く
こ
と
に
よ
ク
て
は
げ
レ
く
な
る
に
つ
れ
て
、
' グ
ラ
ッ
K;
ス
K

ゾ 

r政
府
が
と
う
た
農
民
に
^ :
い
す
る
き
び
じ
い
弾
伍
政
策
に
た
い
し
て
、
チ
ヱ
ム 

，
バ

レ

ン

は

、
.新
急
進
派
と
t

て

「

^

JE
E
よ

り

も

先

づ

改

ボ
」

(
(
K
e
l

 

s
o
r
e

 

cocercion). 
ノ
の
政
策
を
-̂
り
ノ
そ
の
抵
抗
を
緩
和
し
よ
う
と
し
た
.(
五
八—

六 

,1.:

頁)

.。
,'
,

,

.
'ぐ
:

.■

し
が
し
な
が
ら
彼
の
植
民
地
政
策
は
、；
二
方
'

に

お

い

て

リ

チ

，
ャ

ー

ド

;.
コ

ブ 

デ
ン
や
ジョ

：；

>

■

:•
,

フ
ラ
イ：；ト

等
の
マ
ン
チ
'ラ
ス
タ
ー
学
派(

=

旧
急
進
派
}
.
に 

よ
っ
て
主
張
さ
.
れ
た
小
|

国
主
義
が
、
‘

す
で
に
、

|

A

七
三
年
恐
慌
以
後
妥
当 

し
：な
い
と
：い
う
前
提
：に
立
っ
て
、：
こ
れ
に
反
対
し
な
が
ら
も
、
他
方
デ
ィ
：ス
レ 

リ
ー
.

の
保
守
党
に
伝
統
的
な
帝
国
讃
美
論
：に
も
批
判
的
•

で
：あ
っ
て
、
著
者
：に
よ 

れ
ば
、
彼
の
対
外
強
硬
論
は
、
.
パ
ー
ミ
ン
ガ
ム
の「

ネ
ッ
ト
ル
フ
ォ
ー
ド
•
ス 

ク
リ
ュ
ー
製
造
会
社」

.

.

の
経
営
者
と
し
て
の
_資
本
家
的
11
'

.
に
ょ
っ
て
要
請
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
ぅ
の
で
あ
る

(六
六
； €
0
。

す
な
わ
ち
チ

H

ム
バ
レ
ン
の 

.

.

.榧
民
地
重
視
論
め
背
後
に
は
、

：
. 

'パべ
！

、、.
、ノ
；
が

ム

，
を

：
中

心

と

.
す

る

イ

ギ

リ

ス

鉄

工
 

:

業
資
本
©

重
要
な
塬
売
市
場
吆
し
.
.て
.

の
.

価
.

値
に
た
い
す
る
認
識
が
あ
る
の
で
あ 

り
、
こ
れ
こ
そ
彼
の
外
交
政
策
の
基
調
と
な
つ
た
も
の
で
あ
る
。

•

と
こ
ろ
で
チ
エ
入
バ
レ
ン
の
こ
の
ょ
ぅ
な
対
外
政
策
は
、
当
然
、：

国
内
に
お 

け
る
改
革
と
無
縁
で
は
あ
り
え
ず
、

一
八
八
四
年
の
第
三
次
選
挙
法
改
正
に
ょ 

へ
：
る

腾

業

労

働

者

階

級

^

の
適
举
権
6

拡
張
、：
農
業
労
働
者
階
級
：に
た
：い
す
る
社 

会
政
策
を
し
て
の
小
農
民
.の
設
置
な
：ど
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
土
地
貴
族
階
級
の 

牙
城
と
し
：て
め
：'ト
に
认
丨
党
.と
翁
^

2

:
ホ
.イ
ツ
グ
派
の
不
安
を
激
化
さ
せ
る 

こ
ー
と
に
な
つ
た(

八
三
頁)

。
.こ
の
ょ
>

に
、.：彼
の
新
急
進
主
義
は
、
国
内
に
お 

::
け
る
地
方
自
治
0
改
革
を
目
指
す
自
治
的
集
産
主
義
、
”小
農
民
の
創
出
に
ょ
る 

■社
会
生
義
の
攻
撃
の
排
除
を
甚
軸
.と
し
て
展
開
さ
れ
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
社 

会
主
義
的
。ホ
.丨
、'

p<.

を
.，と
り
、'
_ま
た
、ア
イ
ル
：7
ン
.ド
農
民
.へ.
.
.の
同
情
と
自
治
.
へ
0 

関
心
を
示
す
.の
で
あ
る
が
、
ひ
と
：た
び
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
が
、
彳
ギ
リ
ス
王
国
に 

政
治
的
危
機
を
も
た
ら
し
、
も
し
く
は
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
市
場
圏
か
ら
脱 

落
す
る
.と
い
ぅ
危
険
が
感
じ
ら
れ
る
に
至
っ
.
て
は
、：
，党
首
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
と 

対
立
し
、
党
を
分
裂
さ
せ
る
こ
.と
4

憚
ら
な
か
つ
た
。
こ
の
過
程
の
分
析
は
非 

常
に
詳
細
.で
、
自
由
党
の
交
叉
的
分
裂
の
経
緯
を
、
ヴ
イ
ヴ
イ
ッ
ド
に
描
き
出 

:
.し
て
.い
る
:0
-
'.
'
.
:
.
:
.
'
/
.
.
.
.

...

第
三
章
帝
国
の
.発
展
に
.
お
'い
.て

ば

、

チ
エ
.

ム
、
ハ
レ
.ン
を
し
.て
本
格
^
な
帝
®
 

主
義
者
に
転
化
せ
し
め
た
と
こ
ろ
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
"

す
な
わ
ち
農
村
の
^
 

落
と
階
層
分
解
、,
農
民
の
窮
乏
化
、

一
八
八
〇
年
代
に
お
け
る
新

組

合

運

動

の
 

発
展
と
社
会
主
義
勢
力
の
増
大
、
資
本
主
義
の
独
占
的
段
階
へ
の
突
入
に
と
も

'な
う
列
強
の
帝
国
主
義
政
策
の
矛
盾
の
激
化
な
ど
に
つ
い
て
、
彼
の
政
策
と
の 

関
連
に
お
い
て
有
機
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
著
者
は
チH

ム
バ
レ
ン
の
英 

帝
国
速
邦
論
を
、
デ
ィ
ス
レ
ー
'リ
の
そ
れ
と
比
較
し
、
後
者
の
そ
れ
が
道
徳 

的
•
政
治
的
関
心
に
よ
り
傾
い
て
い
た
の
に
反
し
、
前
者
は
、
す
で
に
失
い
つ 

つ
あ
っ
た
.イ
ギ
リ
ス
産
業
の
.世
界
市
場
に
お
け
る
独
占
的
支
配
を
阻
止
し
よ
う 

と
す
る
経
済
的
要
請
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
、
そ
の
故
に
.し
ば
し
ば「

新
重 

商
主
義」

と
呼
ば
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
.る

(

‘一
六
一
頁)

。
罾
す
る
に
著
者
は
.、
 

チ
ヱ
ム
バ
レ
ン
を
•も
っ
て
、
急
進
的
社
会
改
革
論
者
か
，ら
.帝
国
主
義
へ
の
変
貌 

を
十
九
世
紀
末
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
衰
退
過
程
の
な
か
に
求
め
よ
う
と
し
た 

.の
で
あ
る
が
:'
つ
ぎ
に
わ
れ
わ
れ
は
.'
ケ
'
.ア
.

ハ
I

デ
ィ
.の
独
立
労
働
主
義
に 

つ
い
て
，
著
者
の
い
う
こ
と
を
簡
単
に
み
て
み
よ
う
。
：

ケ
ア
.
.ハ
ー
デ
'ィ
の
独
立
夯
働
党
の
成
立
を
考
え
る
場
合
、
.そ
の
本
拠
ル
f
 

シ
グ
ラ
ン
ド
で
は
な
く
、
ス
コ
ツ
ト
ラ
シ
ド
の
、
，し
が
，も
炭
坑
労
働
者
の
間
に 

お
い
て
、
そ
の
運
動
が
お
；こ
っ
た
.こ
と
：は
^

目
さ
れ
ね
ば
な
^

な
い
が
、：

著
者 

.

.は
ぞ
ケ
し
：た
視
角
か
ら
、

ハ
ー
デ
イ：

を
生
：む
に
茔
っ
た
ス
〒
ツ
ト
ラ
.'/
■
ド
.の
労
. 

働
者
の
狄
態
、
と
く
に
.炭
坑
旁
働
者
.の
.み
じ
め
：な
状
嫩
を
、
ハ
I

デ
ィ
の
幼
少
年
' 

時
代
ヒ
か
ら
ま
せ
て
語
っ
て
お
り
、
興
味
深
く
読
主
せ
る
。
そ
じ
て
さ
ら
に
、
 

、当
時
の
労
働
組
合
の
指
導
者
が
、商
由
党
.の
政
策
^

追
従
.し

、
白

利

，見

主

義

に

堕 

し
：て
い
.る
と
き
，f 

一
A

A

0
年
代
、
イ
ギ
リ
ス
へ
の
独
古
的
地
位
の
崩
壊
を
契
機 

と
し
て
、
社
会
主
義
連
動
が
勃
興
し
、」

新
組
合
運
軌
が
た
か
ま
，っ
.：て
ぐ
る
な
か
： 

で

、

パ
，
丨

デ

(

ィ
に
よ
.づ
そ
独
立
労
働
党
が
結
成
：さ
れ
る
ま
セ
め
摸
様
を
詳
細
に 

描
き
、
目
的
.ど
綱
領
、：

組
徽
だ
.ど
^

!

^
楚

建

、

：

ノ
労
働
組
合
会
議
' 

社
会
. 

藤
主
連
盟
ゃ
プ
千
ビ
ァ
ジ
磁
会
な
ど
ぢ
裔
衡
ノ
そ
の
-矛
盾
ぉ
ょ
び
競
争
関
系

な
ど
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
筆
者
は
、
こ
れ
以
上
く
わ
し
く 

紹
介
す
る
余
裕
が
な
い
。
そ
こ
で
以
下
に
、
筆
者
の
卒
直
な
批
判
を
.展
開
す
る 

こ
と
と
す
る
。

.

.

.

.

.

.

ま
ず
本
書
が
、
.ィ
ギ
リ
ス
政
治
史
.

i
l

か
ん
す
る
す
ぐ
れ
た
モ
ノ
グ
ラ
フ
で
あ

り
、
こ
め
種
の
：業
績
の
不
足
し
て
い
る
な
か
で
、
そ
の
果
す
役
割
は
大
き
い 

.が
：、「

政
治
家
の
未
来
像」

と
い
う
こ
の
書
.の
題
名
の
意
味
が
よ
く
わ
か
ら
な 

い
。
筆

者

は「

序」

の
な
か
で
、『

第
二
に
両
論
文
と
も
に「

政
治
家
論」
へ 

の1

つ
の
ア
ブ
ロ
ー
.チ
で
あ
る
0

そ
し
て
こ
の
場
合
特
に
、
政
治
家
の
米
来
像 

を
浮
彫
り
す
る
：こ
と
に
力
点
が
お
か
れ
，
こ
の
未
来
へ
の
政
治
構
想
が
時
代
と 

環
境
と
の
啦
で
い
か
に
屈
折
し
つ
ら
実
現
な
い
し
は
挫
折
し
て
い
く
か
が
共
通 

の
問
題
意
識
と
な
っ
て
い
る』

：
と
の
べ
て
.い
る
が
、ノ
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
一
一 

人
が
若
き
日
^
胸
に
懐
き
つ
.つ
あ
.っ
た
：ポ
リ
テ
ィ
力
-ル；
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
、
彼 

ら
の
そ
れ
ぞ
れ
の
未
来
に
お
い
.て
、.
い
か
.に
実
現
じ
、
も
し
く
は
挫
折
し
て
，い 

.っ
た
々
ど
.
_
>
.
^
^
.

ひ
ど
.つ
、
の

歴

史

的

事

実

を

1£
し
く
評
価
し
よ
う
と
す
る
努
カ
と
.. 

'い
.う
よ
う
に
.理
解
..さ
：れ
.る
0 

.ど
す
れ
ば
未
来
像
：

A
T

い
う
表
現
は
、
非
常
に
文
学 

.的
で
あ
り
、

〒
マ
シ
_テ

ィ

ッ

：ク

な

題

名

で

は

：あ

る

け

.れ

ど
%:
、

人

..は

こ

れ

一

に

よ 

っ
て
.
' 
こ
の
ニ
人
の
'な
：か
に
、
将
来
あ
り
う
べ
き
政
治
家
の
：

「

ニ
つ
の
型」

を 

見
出
す
と
い
う
よ
う
に
考
^

ば
し
‘な
い
だ
ろ
：う
か
。
.
こ
と
さ
ら
に
紛
ら
わ
し
い 

■̂題
名
を
つ
け
よ
う
と
し
た
の
で
は
.な
い
.に
し
て
も
、
■
一
 

見
し
で
そ
衫
内
容
を
あ 

ら
.わ
す
よ
：う
な
題
名
を
つ
け
る
の
が
、
読
者
に
.た
い
し
て
親
切
と
い
う
も
：の
で 

:

は
な
亦
ろ
う
か
.0
,
、
' ■

.

.

-■
つ
ぎ
£

者
者
は
、

こ
の
ニ
つ
の
論
文
に
g
î
づ
け
る
も
の
と
し
て
、「

保
守
. 

党
対
労
働
党
'の
1
ー
大
政
党
.の
对
：立
は
，\
自
由
党
の
長
.期
に
：わ
た
る
自
己
解
消
0



證

め

t

ち
に
も
た
^

さ
れ
た」

:.
.
'
-と

,1
,

;

*い
各
が
>
*'
'
:
:本

書

；
の
主
：題
^

な
^

チ

：

H
:
. 

A

バ

レ

ン

と-ハ
I

デ

イ
^.
関

述

づ

け'る

た

办

に'は
r

何

ょ

，
り

も

一

方

は

南

ア

フ 

リ
ヵ
に
お
け
る
侵
略
戦
争
の
張
本
人
で
あ
り
、
帝
国
主
義
者
で
あ
1

、
他
方
は
' 

イ
ギ
リ
ス
の
社
会
主
義
者
の
，な
か
で
、
も
っ
と
も
徹
底
的
に
こ
れ
と
闘
い
、
反 

戦
的
立
場
と
社
氣
主
雜
を
擁
讅
し
た
熱
烈
な
平
和
主
義
棄
で
^

^

た
と
い
}

*
 

味
に
お
い
て
あ
き
ら
か
に
対
照
的
で
あ
っ
た
点
と
そ
、
問
題
に
す
べ
き
で
は
な 

か
っ
た
ろ
ぅ
：が
。
.'
'
'，だ
る
ほ
ど
著
者
は
、
.『

イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
変
容
と
い
ぅ 

十
九
世
紀
末
を
背
景
に
し
で
'.
'
V
.先
鬼
者
政

ョ：

セー：フ
.;
チ
エ
：ム
バ
.レ
ン
は
^

^
^: 

義
.体
.制
の
補
強
を
：試
'み
た
1,
0

同
じ
：背
景
の
.下
に
、'
ヶ

ァ
ハ
i

デ
ィ
は
.信
仰
に
. 

近
い
樣
熱
を
知
っ
^

^

^
体
制
運
胁
ち
女
^

^
し
た
デ
爾
者
は
東
ざ
に
^

^
駆

；
 

者
*-
:
で

あ

っ

：
た

と

〉

い
；免

ょ'ヶ』

：
と

し

て

、

体

制
V

反

体

制

と

い

：ぅ

视

点

か

e>
;

両 

者

を同
：：『

0.
'次

元

に

お.い

で

杷

撞1.
'
:て
VA
を

の

セ.あ

る

が：
r

い
■

で
%'
:
'

な

く
 

こ
れ
を
そ
ゴ
帝
国
主
義
办
推
酿
对
帝
国
主
義
反
外
と
い
ラ
ゴ
人
の
思
想
的
立
場 

の
相
異
を
、
‘も
ク
と
も
具
体
的
に
■あ

ら
.わ

す

も

の

で

ぉ

ち
-̂
さ
^

-
め
^

こ
そ
強
調
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
研
究
..の
ラ

イ
 

ト
•

モ
テ
ィ
ー
フ
■
は
あ
く
，ま
で
も
帝
国
主
義
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
？ 

こ
う
し
た
認
識
.の
上
.に
立
っ
て
、
.十
九
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
■政
治
史
を
み
る 

と
き
、.
チ.

H

ム
、'ハ
レ
シ
の
イ
ギ
リ
ス
帝
国
主
義
史
上
.に
，
お

け

る

無

視

し

が

.た

い 

役
割
、
'ハ
ー
デ
イ
の
社
会
主
義
運
動
に
お
け
|>
囊
じ
だ
個
性
が
、，
は
じ
め
て 

き
わ
だ
っ
た
対
照
を
な
し
て
、
' 
生
き
生
き
と
し
て
わ
れ
.わ
れ
に
せ
ま0

て
く
る 

の
で
は
な
.か
：..ろ
y
.
か
。

-

.
筆
者
は
経
済
学
を
研
究
す
る
者
の
立
場
か
ら
、
，ぎ
.わ
.め
て
無
膜
：け
な
批
判
を 

試
み
た
。
著
者
の
御
寛
恕
を
祈
る
も
の
.で
.あ
る
。
と
く
に
ケ
；7:
,

ハ

ー

デ

ィ

.に 

つ
V'
て
は
、
紙
面
の
関
係
で
ほ
と
ん
ど
著

者
の
い
う
と
.こ
ろ
を
紹
ダ
せ
ず
に
終 

.っ
た
が
、
チH

ム
バ
レ
.ン
，に
つ
い
て
の
著
者
の
研
.究
に
は
大
い
に
啓
発
さ
れ
た 

じ
、
学
界
に
禆
益
す
る
と
こ
ろ
非
常
に
大
き
い
と
考
え
る
。：.関
連
し
た
分
野
を 

専
攻
す(

る
：者

と

、
1>
て
，
：著
者
の
：今
後
の
御
研
究
の
発
展
を
期
待
す
る
も

の
で
あ 

を
。'-(
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閣
へ.
.昭

和
3

七
年
八
月
刊
，
入
5

，
ニ
七
六
更
*:
九
0

0
円
>
^

、
新

く

刊

紹

.

介

細

藤

寛

：

'

.

.

原
'
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'

業

著

一

.

丸
尾
直
美
■
ベ

.

.
■

:

.
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っ
'
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現
代
経
済
政
策0
理

論
.'
;::

ぺ
ー
-5
:

—
—

成
長
.'
.

安
定
.

•

平
^ :

!

』

一.

. 

 ̂

- 

■ 

.
'
:
'
-
• 

. 

. 

■: 

,
:

，
この

？；！

は
近
時
そ
の
タ
フ
な
活
動
力
を
も
っ
て
相 

つ
.

で
労
，
を
発
炎
し
て
い
る
経
済
政
策
ト
リ
オ
の 

最
近
作
て
あ
る
が
、
.経
済
政
策
に
関
す
る
基
本
的
諸 

問
題
を
取
扱
っ
て
お

り
、
，
と
り
わ
け
現
代
の
経
济
现. 

:論
.
.の
；
政

策

的

適
;1
]

を

試

.み

ると，
と
.も
に
、
.そ
.の
適
用 

に
お
け
：る

.^
度
，的
，
発
展
段
階
的
考
虛
を
な
す
点
に 

お
い
；て
特
色
を
も
づ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
第
一
章 

に
お
い
て
は
'i&
策
論
に
4
0
:
て
®:
%

逭
耍
^

つ
基
礎
. 

的
な
政
策
目
的
設
定
.の
_

性
^

^
叫
し
，'
統
：..ー

「

的
一 

■•
i
f
l
l
i
値
目
標
の
形
成
過
程
を
論
ず
る
。
つ
い
で
矶
#

©

, 

支
配
的
な
自
的
^

し
：て
，
,

た
：著
溃
自
身
の
:|
1

的
七
. 

:し

で

、
い
，
わ

ゆ

る

'.
-
.福
拙
国
家
を
の
建
^

を

考

え

、
そ

の

： 

-

つ
：の

茁

要

な

顶

と

し

て

，成

表

'*
;

'

1

:>'
'
:平

筹

を

取> 

り

雄

げ

る

。
：
：
そ

;̂
は
厚
41
経
済
学
の
発
揭
を
#.
:
慮
:1
>
'-

つ
つ
、：ピ
グ

I

の
_

け
る
と
こ
ろ
の
も
の

¥

^

:
る
«

つ
，い
で
.こ
：
の

成

長

V

安

萣

，
平

等

H

関

じ

て

：
従

来

.
の 

.藤
済
理
論
の
解
明
と
吟
味
を
行
ぅ
°.
.
.そ
れ
，は
政
策
論
：
 

の
著
書
A
r
b
:て

：
は

詳

舰

な

分

斯

で

お

る

が

、

.'
'

こ

の」

パ

'
'
.新
.

刊

紹
'

介

，

分
析
を
通
じ
：て
そ
れ
ぞ
れ
の
理
論
に「

政
策
の
方
向
1-
- 

.を
結
.び
.，，つ
け
/
よ
.
.
.
.
う
.
.と
：す
^
*
:た
-2
:
.ぇ
'ば
：ヵ
'ル
ド
：.ァ
:.
.
.
:
. 

の
分
配
率
を
媒
介
と
す
る
貯
蓄
率
の
変
動
に
^
る
調
へ 

.整

機

構

を

説

べ

：も
の

.
は

政

廣0*
方

向

；
と

：
し

^

は
:,
@

由 

主
義
的
^

あ

-̂
^
ノ
へ̂

た
ろ
ヮ
V

，j. 

V 

”

尸—

'
.:€
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よ 
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资
本
係
数
ば
ょ
る
調
整
機
氣
を
主
張
す
-る
も
の
は
ォ

. 

リ
ゴ
ポ
：リ
ー
経
済
电
指
肉
す
る
と
な
す
の
.で
あ
る
。
. 

周

知

：
の

：
ハ
へ

P .

ッ
>

、

ド

ー

：
マ
！

の

培

衡

；
の

不

安

定

性

'. 

め

議

論

：に

対
1,
て
パ
右

の

：
ヵ
ル
.ド

ァ

：
や

：
ソ
：
ロ

ー

の

調 

盤

作

用

に

よ

る
.均
^

の
：
安

定

性

吖

主

張

は

.文

字

通

り 

"
理
論
的
主
張
兔
あ
る
が
ぺ
そ
'0
主
張
令
政
：策
^

^

ン： 

に
結
び
づ
け
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
木
珙
の
一
つ
の 

主
要
な
論
^

が

転

る

：上

七

も
^

ま

：
だ

：
問

題

点

も

存

.̂
-.
.
: 

■て
い
る
。
す
な
わ
方
枳
本
的
に
は
ハ
口
ッ
ド
の
不
安
-

の
資
木
主
義
の
不
安
定
性
を
主
張
す
る
よ
う
な
そ
■う
' 

.

い
う
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
^
で
あ

る
。
4

り
斤
般
的
に
は
近
代
«

卿
め
：論
澠
的
性
馨
ぃ
ン 

ど
-5
.

考
え
る
か
と
.

い
う
と
と
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
政
策
の
適
用
を
考
え
.る
と
き
経
济
の
い
ろ 

い
ろ
な
発
展
段
階
を
区
別
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と 

し
て
ロ
ス
ト
ゥ
的
段
階
説
の
.考
察
を
行
い
、
資
料
的 

に
分
配
率
、
資
本
係
数
、
利
潤
率
な
ど
の
変
化
を
考
做 

し
、.
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
て
経
济
の
成
長
•
安
定
•
平 

等
を
途
成
す
べ
き
政
策
を
指
摘
し
て
，い
る
。
こ
の
よ
：

同
感
を
i

*o
:

も
：の
#

あ
る
、
ブ(

來
洋
経
済
新
報
牝
>

へ：

_ 
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豊
之
著
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'
:
,
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:
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封
建
支
配

.の

成

立

と

、

著
者
が
立
論
.
9
'裉
拠
と
:1
.
た
ー
：
ー
荖
に
っ
い
て
：私

も 

か
：
つ

て

大

雑

把

に

眼

を

迹

し

た

.こ
と
が
.あ
り
、
そ
れ 

ら
が
本
書
に
お
い
，て
ど
う
再
構
成
さ
れ
て
い
る
f

 

.

い
う
興
味
も
手
^

っ
て
、
TI
J
fT
l

々
一
罾
さ
せ
て
い 

た
だ
い
た
。
中
世
初
期
に
つ
い
て
私
は
ま
，っ
た
く
の 

門
外
漢
で
あ
^

)

従
づ
て
ヰ
#
を
取
上
げ
、
批
判
が 

ま

し

く

中

上

げ

る

資
'^
の

な

い

こ

と

は

ま

々
心
得
て 

い
：.る

。

以

下

で

は

：単

に

読

後

感

と

い

う

こ

.と

.で
、
率 

商
な
疑
問
を
提
示
し
て
み
た
，
非
礼
は
お
許
し
願
わ 

な

け

れ

ば

な

ら

，な

い

。
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第

に

：は
、：：村
落
共
洞
体
の
'̂

成

が

封

速

支

.
配

の
 

成
立
と
軌
を
一
に
す
る
と
い
う
問
題
提
起
そ
れ
自
体 

に
関
し
て
で
あ
る
。
.

ー
こ
れ
に
は
承
服
で
き
な
い
。
村 

落
共
同
侔
形
成
.0

契
機
と
'

レ

て

ー:'
'

'§

は

九

世

紀

以
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降
.

の
顕
著
な
入
.

ロ
堝
加
、が
11
1

^

れ
て
来
た
。
耕
，
m

 

可
能
な
-±

地
が
こ
'

の
段
階
で
.は
依
然
と
し
て
限
ら
れ 

て
お
.

り
、
：従
っ
.
.て
増
吠
す
る
入
ロ
.

に
限
.ら
れ
た
土
地 

で
广
う
対
処
す
：.る
か
は
通
要
な
問
顧
で
：あ
，っ
た
。:
知 

ら
れ
る
如
べ
、：

t

 Q

時
期
に
は
旺
盛
な
植
K

活
動
が 

起'
0

た

。

し

か

し

低

能

率

な

土

地

，
へ
，
の

入

植

で

あ

っ

：

.

•

:八
五(

(

八

五)

，


